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「自分で下手なプログラム書いてたころのビル・ゲイツとか、
ガレージの中でなけなしの金はたいて
マックの原型作ってたスティーブ・ジョブスとか、
“兆しの人間”と時空を共有してぇんだよ」

新連載

kubotatu
look for the 21st century hero
and cross America on a motorcycle!

ヤマハの大型バイク「DS11・

Road Star」でアメリカ大陸を横断

しながら、21世紀のヒーローを探

す。“くぼたつ”こと久保田達也の

壮大で個人的な計画がスタートし

た。ノートPCからデジカメ、DV、

衛星電話まで、ありとあらゆるモバ

イルグッズを携えたくぼたつが、

「ソーラーマン」や「ナバホインデ

ィアン」に会いに行く。現地で彼

が撮影した動画や写真はインター

ネットで日本に送られ、ヤマハとイ

ンプレス、そして自身が運営するウ

ェブサイトに掲載される。

しかし、この連載では「モバイ
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子供のころ両親は洋服屋をやっ

てて、毎日夜遅くまで働いてた。

でも、土曜日の夜だけは部屋中に

布団を敷いて、親父とお袋と妹と

オレと愛犬レオで、家族そろってテ

レビを見た。当時、数少ない番組

のなかで、白黒の「ローハイド」を

見ているときが本当に幸せだった。

このころに、大人になったらアメリ

カの荒野を旅するっていうイメージ

が、完全に自分の中に入ってしま

ったんだと思う。そのあとも、中学

3年のころには「用心棒」、20歳に

なってからは「さすらいのライダー」

にあこがれた。一匹狼で、正義の

味方で、みんな旅してる。今回あ

つらえた黒い皮ジャンは、さすらい

のライダーのロビンソンを意識して

る。カメラは用心棒の拳銃。もち

ろん、バイクは「馬」だよね。

社会人になってからはそういう番

組はなくなって、ヒーローも登場し

なくなった。でも、40歳を過ぎて

自分の中をのぞいたら、いまでもヒ

ーローはウェーバーとフランコ・ネ

ロとブロンソンなわけ。だから、い

まこそ本当に荒野に立って、バイ

クに乗ってそこを走って、土に触り

たいと思った。「ヒーロー不在」、

「21世紀不安」って言われるけど、

一番頼りになるヒーローは自分の中

にいて、20年前のあのかっこよさ

がよみがえってきてる。

モンゴルでの出来事も大きいな。

子供を抱いているお母さんがいて

さ、橋の上ですれ違ったときにふと

見たら、子供のけつが青いんだよ。

ジーンとしたね。「やっぱり同じな

んだ」って。自分の中で失われて

しまった気力や生命力が呼び覚ま

された。「ここにいたんだ、オレは」

と思ったらすごく安心した。ローハ

イド見ながら、実はヒーローは自分

のアジア人としての血の中にあるん

じゃないかって思いがずっと前から

あったんだよね。で、モンゴルから

日本に帰ってきたら、今度はある

民族学者が「モンゴル人のルーツ

はアメリカインディアンらしい」っ

て言うわけ。調べたら1万年前には

アメリカ大陸が北極につながって

て、北極を超えてアメリカインディ

アンがモンゴルにやってきたことが

わかった。インディアンってオレの

先祖だったのよ。その瞬間にコンプ

レックスが全部吹き飛んだ。アメリ

カがくしゃみすれば日本が風邪ひ

く、アメリカでヒットしないと日本

でもだめ、月に行ったのはアメリカ

人とか、ハンデだと思ってたことが

全部なくなった。これはもう行くし

かないでしょ。行ってね、「1万年

ぶりだね」って話して「オレたちは

ここにいたんだもんな」と感じあえ

ればいいと思った。

向こうではマスコミが取り上げな

いような、まだ個人のレベルで孵化

してないものに触れたい。ビル・ゲ

イツが自分でキーを打って下手なプ

ログラムを書いてたころとか、ステ

ィーブ・ジョブスがガレージの中で

なけなしの金でマックの原型を作っ

てるころとか、そういうとこに行き

たいよね。マスコミが取り上げるよ

うなところはマスコミに任せればい

い。まだ注目を浴びるまでにいたっ

てない、成功する前の青い部分が

ある「兆しの人」たちといまの時間

と空間を一緒にしていたい。そんな

感じだね。

ブレイクスルーしたかったんだろ

うな。最近はどの情報見ても、つ

ぶれた、リストラ、先見えないって

話でしょ。これがオレの経験上もっ

とも危険。オレが企画マンとしてや

ってこれたのは、常にアウトサイダ

ーでいたからなんだ。日本の社会の

中にどっぷりつかっていると日本が

見えない。海外に行くたびに、「あ

あこうやるのか」、「こう楽しくなる

のか」、「日本はまだまだたりねぇ

な」ってわかって帰ってくる。それ

がおもしろいんだよ。

－出発前日、原宿のオフィスにて－

「なんでオレがアメリカに行くかって？」
why should I go to America?

久保田達也：サンリオ、東急ハンズ、電通などの企
画業務を歴任し、1983年に㈱イッツ設立。現在イ
ンターネットを使い、世界を探検する企画マンとして
21世紀の生き方の研究、執筆、講演活動中。99年
4月にニューポート・アジア・パシフィック大学より
博士号を贈られた。写真（左）は同大学のクライブ・
グラフトン博士と久保田氏。

「くぼたつとインターネットの奇妙な関係」
he loves the Internet, he is the Internet

ル」に焦点を当てるつもりはない。

それよりも、くぼたつという人間が

いかに「インターネット的」である

かを伝えたい。テレビを見ながら育

った世代が「テレビっ子」と呼ば

れたように、これからの子供は「ネ

ットっ子」と呼ばれるだろう。い

や、すでに私たちはネットっ子とし

て生活し始めているのかもしれない。

それならば、インフラやサービスと

してのインターネットだけでなく、

人間そのものの「インターネット度」

を考えてみるのも面白いはずだ。

次号からは、帰国後の彼にアメ

リカ大陸で何を見て、何を感じた

かをじっくり話してもらおう。そこ

には必ずくぼたつ流のインターネッ

ト的な生き様が見つかるはずだ。

http://www.kubotatu.com/
http://www.watch.impress.co.jp/jijinews/
http://www.yamaha-motor.co.jp/usa/

kubotatu
look for
the 21st century hero
and cross America 
on a motorcycle!

「21世紀のヒーローを求めて」関連URL
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